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多段式水槽によるウニ種苗生産技術の開発

背 景

成 果

期待される効果

共同研究機関：国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産資源研究所、上磯郡漁業協同組合

重点研究

開発した技術をウニ種苗生産に活用することでより少ない経費で生産効率を高められる。

１ ２多段育成で成長促進 新給餌方式で餌料コスト削減

ウニ人工種苗の増産が必要だが、従来の生産方法では餌料培養経費
や作業量が多く、増産は困難。

水の交換率が向上し、成長促進

３ 種苗生産施設で実証

旧：従来飼育

餌料培養（盤上緑藻）を長期継続
▶経費や労力が多大･･･

2㎜ 5㎜稚ウニサイズ 5mm種苗を100万粒生産する場合
の飼育管理を比較し、効果を確認
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新：多段育成での給餌方式

「海藻片・配合飼料」
を給餌可能に
▶経費削減、高成長
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このまま続けても種苗単価は上がる一方

従来飼育 多段育成

敷地面積
(㎡)

240 117

のべ使用

水量（㎥） 78,750 11,928

のべ使用
波板数

10,140 73

出荷までの
育成期間

150日 90日

作業日数 101日 43日

トレイを重ねウニを育成

従来飼育

大型水槽、波板を使用
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問い合わせ：函館水産試験場 電話：0138-83-2892 (代表)
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